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「生き方」のプロローグを読んだ輪読会

るために一番有効
な方法だ。労働に
は、欲望に打ち勝
ち、心を磨き、人間性をつくっていく効果がある。自分がなす
べき仕事に没頭し、工夫をこらし、努力を重ねていく。それは
与えられた今日という一日、今という一瞬を大切に生きてい
くことにつながる。労働は経済的価値を生み出すのみなら
ず、まさに人間としての価値をも高めてくれるものである。
⑤「考え方」を変えれば人生は180度変わる。
人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力。人生や仕事の成果
は、これら3つの要素の「掛け算」によって得られるものであ
り、決して「足し算」ではない。能力は先天的な資質を意味
し、熱意は事をなそうとする情熱や努力する心で、自分の意
思でコントロールできる後天的な要素で零点から100点ま
である。3要素で一番大事なものは「考え方」で、考え方次第
で人生は決まってしまう。考え方とは心の在り方や生きる姿
勢であって、哲学、理念、思想なども含む。考え方が大事な
理由は、マイナスポイントがあるからで、プラス100点から
マイナス100点までと幅が広い。掛け算だから、考え方が間
違っていれば、ネガティブな成果しか出ない。「よい心」とは、
常に前向きで建設的であること。感謝の心を持ち、協調性を
有していること。明るく肯定的であること。善意に満ち、思い
やりがあり、やさしい心を持ち、努力を惜しまない。足るを知
り、利己的でなく強欲でないこと。極めて当たり前のことだ
が、頭で理解するだけでなく、体の奥までしみ込ませ、血肉
化しなくてはいけない。
⑥心に描いたものが実現するとい宇宙の法則。
　仏教には「思念が業をつくる」という教えがある。思ったこ
とが原因となり、その結果が現実になって表れてくる。人生
は心に描いた通りになる、強く思ったことが現実となって現
れてくる この「宇宙の法則」を心に刻みつける。良い思
いを描く人には、よい人生が開けてくる。悪い思いを持って
いれば、人生はうまくいかなくなる。「よかれかし」という利
他の心、愛の心を持ち、努力していけば、宇宙の流れに乗っ

　前回に引き続いて稲盛和夫盛和塾長の著書「生き方」の
プロローグを、千田利雄塾生がディスカッションリーダーと
なって、輪読会を進めました。
　千田塾生はそれぞれの節のキーワードを、次のように抜
粋しました。
①混迷の時代だからこそ「生き方」が問われる。
多くの人が生きる意味や価値を見いだせないため、人生の
指針を失ってしまった。豊かなはずなのに心は満たされず、
礼節に乏しい。自由なはずなのに閉そく感がある。こういっ
た時代だからこそ、一番必要なことは、「人間は何のために
生きるのか」という根本的な問いかけである。生きる指針と
しての「哲学」を確立することが必要だ。
②魂を磨いていくことが、この世を生きる意味。
俗世間に生き、さまざまな苦楽を味わい、幸不幸の波に洗わ
れながらも、死ぬまで一生懸命に生きる。その過程そのもの
が磨き砂として、人間性を高め、精神を修養し、生まれた時
よりも高い次元の魂を持ってこの世を去る。それが人間が
生きる目的であり、価値である。つまり現世とは「心を高める
ために与えられた期間」であり、「魂を磨くための修練の場」
である。
③単純な原理原則が揺るぎない指針となる。
魂は「生き方」次第で磨かれもすれば曇りもする。人生をどう
生きるかで、心は気高くもなれば卑しくもなる。才覚が並は
ずれたものなら、それを正しい方向に導く羅針盤が必要で、
それは理念、思想、哲学であるが、何も難しいものではない。
それは「人間として正しいかどうか」ということで、嘘をつい
てはいけない、人に迷惑をかけてはいけない、正直であれ、
などと言った子どもの頃、親や先生から教わった単純な規
範である。これを生きる上で最も大切なことだと言い聞かせ
て、稲盛さんは生きてきた。
④人生の真理は懸命に働くことで体得できる。
お釈迦様は悟りの境地に達する修行法の一つとして「精進」
することの大切さを説いている。精進とは目前の仕事に脇
目も振らずに打ち込むこと。それが心を高め、人格を錬磨す

資本主義の未来を考える
　「下村満子の生き方塾」は11月19日、東京・高田馬場のIZUNOME　TOKYOで11月勉強会を開きました。10分間坐禅に続
いて、塾生五訓を唱和し、千田利雄塾生がディスカッションリーダーとなって、稲盛和夫著「生き方」の輪読会を進めました。午後か
ら「資本主義の未来」と題したＮＨＫ特集の第一部「世界の成長は続くのか？」のＤＶＤを、林田宗士塾生の操作で見た後、下村塾
長が最新の経済の動きについて講話しました。応援団講義は日本を代表する照明デザイナー石井幹子さんが「光は時空を超え
る」と題して行いました。石井先生の講演内容は次号で詳報します。（文責・皆川猛）

て、素晴らしい人生を送ることができる。
⑦人類に叡智をもたらしつづける「知恵の蔵」がある。
必死になって研究に打ち込んでいる時、叡智の一端に触れ
ることで、創造性を発揮して成功の果実を得られる。知恵の
蔵の戸を開け知恵を得るには、燃えるような情熱を傾け、真
摯に努力するしかない。よい思いを抱き、一生懸命頑張って
いる人に、神は行く先を照らす松明を与えるように、知恵の
蔵から一筋の光明を授けてくれる。
⑧自己を厳しく律しつづける「王道」の生き方をせよ。
人間は進むべき方向を見失っているのではないか。知恵の蔵
から与えられた知恵の使い方を誤り、間違った方向に歩み始
めているのではないか。この元凶は生きていく上での「哲学」を
見失ったことにある。人間として正しい生き方、あるべき姿を
追究することは、地球を破壊への道から救い出すことになる。
一人ひとりが自分の「生き方」をいま一度見直す必要がある。
　　　　　　　　　　　　◇
〈この提起に対して塾生からは〉
◎東日本大震災までは生き方を考えたことはなかったが、自

分は生かされているのだ、と考えるようになった。生かされ
ているのだから、恥ずかしい生き方はできない、と思うよう
になった。
◎魂という概念はなかったが、最近ようやく魂を磨くという
意味が分かるようになった。人は死ねば忘れ去られるが、魂
を磨き他人のために尽せば、人々の印象にずっと残る。人間
は利己を実現したら、次は利他を目的に生きるべきだ。
◎自分は自分が見えない。自分が分からない。だからこそ、
「人として何が正しいのか」という判断基準がある。
◎人として正しいことをする判断基準は単純な原理原則で、い
ざ実践すると、言い訳が利かないから疲れてしまう。だから、こ
れとは逆のことをやられると、我慢できなくなって仕方がない。
◎未知の世界、出来事と遭遇した際、新しいことを知るのは
喜びであると、プラスと受け入れられれば万事ＯＫだ。要は
考え方一つだ。
◎人間として正しいことをひたすら実践していると、周りか
ら見ればつまらない人間と見える。しかし、それこそが本当
の生き方なのだと自覚した。
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ち、心を磨き、人間性をつくっていく効果がある。自分がなす
べき仕事に没頭し、工夫をこらし、努力を重ねていく。それは
与えられた今日という一日、今という一瞬を大切に生きてい
くことにつながる。労働は経済的価値を生み出すのみなら
ず、まさに人間としての価値をも高めてくれるものである。
⑤「考え方」を変えれば人生は180度変わる。
人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力。人生や仕事の成果
は、これら3つの要素の「掛け算」によって得られるものであ
り、決して「足し算」ではない。能力は先天的な資質を意味
し、熱意は事をなそうとする情熱や努力する心で、自分の意
思でコントロールできる後天的な要素で零点から100点ま
である。3要素で一番大事なものは「考え方」で、考え方次第
で人生は決まってしまう。考え方とは心の在り方や生きる姿
勢であって、哲学、理念、思想なども含む。考え方が大事な
理由は、マイナスポイントがあるからで、プラス100点から
マイナス100点までと幅が広い。掛け算だから、考え方が間
違っていれば、ネガティブな成果しか出ない。「よい心」とは、
常に前向きで建設的であること。感謝の心を持ち、協調性を
有していること。明るく肯定的であること。善意に満ち、思い
やりがあり、やさしい心を持ち、努力を惜しまない。足るを知
り、利己的でなく強欲でないこと。極めて当たり前のことだ
が、頭で理解するだけでなく、体の奥までしみ込ませ、血肉
化しなくてはいけない。
⑥心に描いたものが実現するとい宇宙の法則。
　仏教には「思念が業をつくる」という教えがある。思ったこ
とが原因となり、その結果が現実になって表れてくる。人生
は心に描いた通りになる、強く思ったことが現実となって現
れてくる この「宇宙の法則」を心に刻みつける。良い思
いを描く人には、よい人生が開けてくる。悪い思いを持って
いれば、人生はうまくいかなくなる。「よかれかし」という利
他の心、愛の心を持ち、努力していけば、宇宙の流れに乗っ

　前回に引き続いて稲盛和夫盛和塾長の著書「生き方」の
プロローグを、千田利雄塾生がディスカッションリーダーと
なって、輪読会を進めました。
　千田塾生はそれぞれの節のキーワードを、次のように抜
粋しました。
①混迷の時代だからこそ「生き方」が問われる。
多くの人が生きる意味や価値を見いだせないため、人生の
指針を失ってしまった。豊かなはずなのに心は満たされず、
礼節に乏しい。自由なはずなのに閉そく感がある。こういっ
た時代だからこそ、一番必要なことは、「人間は何のために
生きるのか」という根本的な問いかけである。生きる指針と
しての「哲学」を確立することが必要だ。
②魂を磨いていくことが、この世を生きる意味。
俗世間に生き、さまざまな苦楽を味わい、幸不幸の波に洗わ
れながらも、死ぬまで一生懸命に生きる。その過程そのもの
が磨き砂として、人間性を高め、精神を修養し、生まれた時
よりも高い次元の魂を持ってこの世を去る。それが人間が
生きる目的であり、価値である。つまり現世とは「心を高める
ために与えられた期間」であり、「魂を磨くための修練の場」
である。
③単純な原理原則が揺るぎない指針となる。
魂は「生き方」次第で磨かれもすれば曇りもする。人生をどう
生きるかで、心は気高くもなれば卑しくもなる。才覚が並は
ずれたものなら、それを正しい方向に導く羅針盤が必要で、
それは理念、思想、哲学であるが、何も難しいものではない。
それは「人間として正しいかどうか」ということで、嘘をつい
てはいけない、人に迷惑をかけてはいけない、正直であれ、
などと言った子どもの頃、親や先生から教わった単純な規
範である。これを生きる上で最も大切なことだと言い聞かせ
て、稲盛さんは生きてきた。
④人生の真理は懸命に働くことで体得できる。
お釈迦様は悟りの境地に達する修行法の一つとして「精進」
することの大切さを説いている。精進とは目前の仕事に脇
目も振らずに打ち込むこと。それが心を高め、人格を錬磨す

　下村塾長はこうした意見を次のようにまとめました。
　「人間は煩悩の固まりであって、迷った時、生きる基軸が
あるかどうかで、その後の人生は変わる。だます人間になる
より、だまされる人間になったほうがいい。ダライ・ラマさん
は、『みんな、世の中に悪いことばかり起こっている、と言う
けれども、目には見えにくいが、いいこともたくさん起きてい
る。ネガティブに考えないで、ポジティブなことに目を向け
る。そうすると、自分にもいいことが起きてくる。世界は、大

統領や総理大臣のようなリーダーではなく、電無名の人た
ちの善行によって保たれている』とおっしゃっています。大宇
宙には世界をいい方向に持っていこうという意思がありま
す。そこから発信されるメッセージを受け止めるには、磨か
れた魂、魂を磨こうとする行いが必要だ。そのためには
日々、普段の小さな小さな努力でもいいので、一歩一歩前
向きに生きましょう。」

　今期の開塾式では「資本主義の終焉と歴史の危機」を出版
した水野和夫さんをお呼びして講演をしていただき、現代資
本主義をテーマにしたシンポジウムを開きましたね。なぜそ
れをテーマにしたかというと、今世界は大きな激動期に突入
し、これまでの常識、我々が立っている土台石が大きく揺ら
ぎ、この先どうなっていくのか、予測がつかない時代に入っ
ているからです。資本主義は実体経済から離れた金融資本
主義に変質し、社会の格差は広がる一方です。
　私の卒論テーマは「経済政策にむける価値判断の問題」で
した。経済政策の目的は、人々を豊かにすることにあります
が、何を価値判断の基準にするかということです。当時の経済
学はマルクス経済学が全盛でした。同じように「社会主義」を
提唱していたもう一つの流れは、キリスト教をベースにした今
の北欧諸国やイギリス労働党、フランスの社会党などが、西欧
で支持されたフェビアン社会主義がありました。
私はマックス・ウェーバーの「プロテスタンティズムの倫理と資
本主義の精神」から大きなヒントを得ました。この論文の中で、
ウェーバーは、西洋近代の資本主義を発展させた原動力は、
主としてカルヴィニズムにおける宗教倫理から産み出された

世俗内禁欲と生活合理化であるとし
た。この論文は、マルクス主義の「宗教
は上部構造であって、下部構造である
経済に規定される」という唯物論への
反証としての意義があった、と思いま
す。さらに産業革命が始まった18世
紀後半にイギリスの経済学者アダム・スミスが書いた「国富
論」も参考にしました。彼は「経済は、政府が口を出さずに人々
の自由にまかせておけば、自然ぶ最良の均衡点に落ち着く」と
いう考えで、これが資本主義の大前提になっています。
　これらを基にした私の結論は、マル経の基本は唯物論（物
質が全て、という考え方）から駄目、キリスト教をベースにし
たフェビアン社会主義も納得できない、仏教的人間観、価値
観に基づく経済政策こそが正しいと主張しました。資本主義
は自由放任レッセフェールですから競争はつきもので、それ
が発展のエンジンになっています。競争だけにまかせると弱
肉強食になり、その結果が今の状態です。しかし仏教的な
「貪欲にならない」「足るを知る」「利己ではなく利他」といっ
たような価値観が根底にないと駄目だと書き、マル経全盛
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いる人に、神は行く先を照らす松明を与えるように、知恵の
蔵から一筋の光明を授けてくれる。
⑧自己を厳しく律しつづける「王道」の生き方をせよ。
人間は進むべき方向を見失っているのではないか。知恵の蔵
から与えられた知恵の使い方を誤り、間違った方向に歩み始
めているのではないか。この元凶は生きていく上での「哲学」を
見失ったことにある。人間として正しい生き方、あるべき姿を
追究することは、地球を破壊への道から救い出すことになる。
一人ひとりが自分の「生き方」をいま一度見直す必要がある。
　　　　　　　　　　　　◇
〈この提起に対して塾生からは〉
◎東日本大震災までは生き方を考えたことはなかったが、自

分は生かされているのだ、と考えるようになった。生かされ
ているのだから、恥ずかしい生き方はできない、と思うよう
になった。
◎魂という概念はなかったが、最近ようやく魂を磨くという
意味が分かるようになった。人は死ねば忘れ去られるが、魂
を磨き他人のために尽せば、人々の印象にずっと残る。人間
は利己を実現したら、次は利他を目的に生きるべきだ。
◎自分は自分が見えない。自分が分からない。だからこそ、
「人として何が正しいのか」という判断基準がある。
◎人として正しいことをする判断基準は単純な原理原則で、い
ざ実践すると、言い訳が利かないから疲れてしまう。だから、こ
れとは逆のことをやられると、我慢できなくなって仕方がない。
◎未知の世界、出来事と遭遇した際、新しいことを知るのは
喜びであると、プラスと受け入れられれば万事ＯＫだ。要は
考え方一つだ。
◎人間として正しいことをひたすら実践していると、周りか
ら見ればつまらない人間と見える。しかし、それこそが本当
の生き方なのだと自覚した。

時代にもかかわらず、人間、人間の本質を否定する社会主
義経済は必ず崩壊するとも書きました。実際、アメリカ留学
を終え、世界一周の帰国の旅の途上、モスクワのデパートに
立ち寄った際、商品がほとんどない光景を目にして、この国
はやがて潰れると思い、実際そうなりました。
　では、資本主義が勝利したかといえば、決してそうではあ
りません。ほんの数パーセントの人たちが世界の富の半分
以上も独占する巨大格差社会をもたらしました。今日は、
2016年10月16日から日曜日の夜3回にわたり放送された
ＮＨＫスペシャル「資本主義の未来」の第一話『世界の成長は
続くのか』を先ず見ていただきたいと思います。それによる
と、トップ62人ほどの世界の大金持ちが、世界総人口の半
分にあたる下層36億人の所得合計と同じ資産を持っていま
す。かつては総中産階級といわれた日本も、格差社会となっ

てきており、この両極分解は世界中で進んでいます。
　イギリスのＥＵ離脱は、格差の進行に対する不満のはけ口
であり、アメリカ大統領選でのトランプの勝利も同じく不満
のはけ口です。トランプにとっての政治は、得か損しかありま
せん。労働者を搾取して富を築いた人が、当選したのは、実
に皮肉ですが、メディアもトランプの嘘を批判しません。社会
主義学者と自称して、ヒラリーと予備選を戦ったサンダース
が予想に反して善戦したのも、不満いっぱいの若者が支持し
たからです。かつて、アメリカでは、社会主義者と言っただけ
で、テロリストだったのに。こうした結果をみると、経済成長と
は何のために、誰のためにあるのか、と言いたくなります。
　ＮＨＫスペシャルは「資本主義の未来」という大テーマの下、①
世界の成長は続くのか②国家ＶＳ超巨大企業③巨大格差の果
てに、の3部で構成されています。では早速ＤＶＤを見ましょう。

●ポジティブに考える

●卒論と同じになった

Mitsuko Shimomuraʼs IKIKATA-JYUKU School
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総資産2300億円の大富豪

　米大統領選挙を左右する大富豪とホームレスの「巨大格
差」。2500億円の詐欺事件の首謀者が語る「大企業の不正」
の内幕…。世界中で相次ぐ“お金”をめぐる大異変に、爆笑問
題の二人が分かりやすく切り込む！いま「マイナス金利」「モノを
買わない若者」など、日本でも異変が。それは250年続いてき
た経済成長の終わりではないか？今後も世界は成長を続けら
れるのか！？資本主義のスケールで現代を読み解く新シリーズ。
 ≪シリーズ　マネー・ワールド　資本主義の未来　第１部　
世界の成長は続くのか≫
・巨万の富を握るアメリカの億万長者たち。総資産2300億
円のある男性は、金の力でアメリカ大統領選挙を動かそうと
していた。大富豪たちは秘密会合を重ね、巨額の献金で国家
の行く末を左右している。その裏で増え続ける貧困層。世界

36億人の総資産が富
裕層のトップ62人と同
じという異例の格差が
広がっている。
・国家を上回る富の力で市場に君臨するグローバル企業。南
米では巨大企業に訴えられ、追い詰められる国も出ている。
・ヨーロッパに拡大する深刻な失業率、見えない将来への
不安と怒りが渦巻いている。
　これらの異変は、人類の繁栄の終わりの始まりを告げて
いるのではないか。知の巨人たちは今、一斉に警鐘を鳴らし
ている。人々に富をもたらし、世界を成長へと導いてきた資
本主義。相次ぐ異変は何を示しているのか、そして私たちを
どこへ連れて行こうとしているのか。

・資本主義発祥の地イギリス。240年前、一人の男の理論
が世界を成長へと駆り立てた。アダム・スミス（1723～
1790年）は、人類が欲望のまま活動すれば、見えざる手が
社会を繁栄に導くといった（「国富論」1776年）。スミスの予
言通り、240年にわたって続いてきた経済成長。ところがそ
の出発点の国イギリスが今、大変な事態に。深刻な問題とし
て専門家が注目しているのが、ヤングホームレス（16～25
歳）。仕事も家もない若者が去年8万人を突破した。
・実は資本主義の視点で見ると、このヤングホームレスの増
加は、大問題だと言われている。これまで主に中高年が借金
やリストラなどで陥ってきたホームレス。ところがヤングホー
ムレスは、若い労働力が就職できないなどで陥る状態。経済
成長の出発点が崩壊し始めていることを意味している。
・高等教育や特別な資格も就職に繋がらず、事態を悪化さ
せている。ロンドンに住むナディア・カービアさん、大学卒業
後、ソーシャルワーカーの資格を生かせず、働き口が全く見
つからないという。カービアさんは「去年こそ仕事に就きた
いと願っていたのですが、何度面接を受けても就職できませ

んでした。病気の母の世話もあるので経済的に苦しくなり、
本当につらい状況です」と苦しい胸の内を打ち明ける。
・今、イギリスの産業全体にも厳しい観測が広がっている。
製造業や貿易など幅広い業種で成長が低迷。今年のＥＵ離
脱の決断には、こうした経済停滞が背景にあったと指摘され
ている。シンクタンク代表のラウル・ルパレル氏は「イギリス
の歴史を考えると、こんな事態に陥ったことに誰もが驚いて
います。まるで資本主義がもう役目を終えてしまったかのよ
うです」と発言する。
・これは単なる不況ではなく、資本主義の根幹に関わる異
変ではないか。専門家がそう懸念するのは、問題がイギリス
だけに留まらないからだ。世界の経済成長を表したデータを
見ると、時々停滞しながら成長を続けてきた世界。ところが
2008年を境に、状況が一変した。あのリーマンショックだ。
ヨーロッパの広い範囲で経済がマイナスに転落。日本、韓国
も停滞から抜け出せなくなってしまった。
・この状況を、世界が初めて直面する資本主義の危機だと
捉える経済学者がいる。アメリカ、クリントン政権の元財務

　今期の開塾式では「資本主義の終焉と歴史の危機」を出版
した水野和夫さんをお呼びして講演をしていただき、現代資
本主義をテーマにしたシンポジウムを開きましたね。なぜそ
れをテーマにしたかというと、今世界は大きな激動期に突入
し、これまでの常識、我々が立っている土台石が大きく揺ら
ぎ、この先どうなっていくのか、予測がつかない時代に入っ
ているからです。資本主義は実体経済から離れた金融資本
主義に変質し、社会の格差は広がる一方です。
　私の卒論テーマは「経済政策にむける価値判断の問題」で
した。経済政策の目的は、人々を豊かにすることにあります
が、何を価値判断の基準にするかということです。当時の経済
学はマルクス経済学が全盛でした。同じように「社会主義」を
提唱していたもう一つの流れは、キリスト教をベースにした今
の北欧諸国やイギリス労働党、フランスの社会党などが、西欧
で支持されたフェビアン社会主義がありました。
私はマックス・ウェーバーの「プロテスタンティズムの倫理と資
本主義の精神」から大きなヒントを得ました。この論文の中で、
ウェーバーは、西洋近代の資本主義を発展させた原動力は、
主としてカルヴィニズムにおける宗教倫理から産み出された

世俗内禁欲と生活合理化であるとし
た。この論文は、マルクス主義の「宗教
は上部構造であって、下部構造である
経済に規定される」という唯物論への
反証としての意義があった、と思いま
す。さらに産業革命が始まった18世
紀後半にイギリスの経済学者アダム・スミスが書いた「国富
論」も参考にしました。彼は「経済は、政府が口を出さずに人々
の自由にまかせておけば、自然ぶ最良の均衡点に落ち着く」と
いう考えで、これが資本主義の大前提になっています。
　これらを基にした私の結論は、マル経の基本は唯物論（物
質が全て、という考え方）から駄目、キリスト教をベースにし
たフェビアン社会主義も納得できない、仏教的人間観、価値
観に基づく経済政策こそが正しいと主張しました。資本主義
は自由放任レッセフェールですから競争はつきもので、それ
が発展のエンジンになっています。競争だけにまかせると弱
肉強食になり、その結果が今の状態です。しかし仏教的な
「貪欲にならない」「足るを知る」「利己ではなく利他」といっ
たような価値観が根底にないと駄目だと書き、マル経全盛

時代にもかかわらず、人間、人間の本質を否定する社会主
義経済は必ず崩壊するとも書きました。実際、アメリカ留学
を終え、世界一周の帰国の旅の途上、モスクワのデパートに
立ち寄った際、商品がほとんどない光景を目にして、この国
はやがて潰れると思い、実際そうなりました。
　では、資本主義が勝利したかといえば、決してそうではあ
りません。ほんの数パーセントの人たちが世界の富の半分
以上も独占する巨大格差社会をもたらしました。今日は、
2016年10月16日から日曜日の夜3回にわたり放送された
ＮＨＫスペシャル「資本主義の未来」の第一話『世界の成長は
続くのか』を先ず見ていただきたいと思います。それによる
と、トップ62人ほどの世界の大金持ちが、世界総人口の半
分にあたる下層36億人の所得合計と同じ資産を持っていま
す。かつては総中産階級といわれた日本も、格差社会となっ

てきており、この両極分解は世界中で進んでいます。
　イギリスのＥＵ離脱は、格差の進行に対する不満のはけ口
であり、アメリカ大統領選でのトランプの勝利も同じく不満
のはけ口です。トランプにとっての政治は、得か損しかありま
せん。労働者を搾取して富を築いた人が、当選したのは、実
に皮肉ですが、メディアもトランプの嘘を批判しません。社会
主義学者と自称して、ヒラリーと予備選を戦ったサンダース
が予想に反して善戦したのも、不満いっぱいの若者が支持し
たからです。かつて、アメリカでは、社会主義者と言っただけ
で、テロリストだったのに。こうした結果をみると、経済成長と
は何のために、誰のためにあるのか、と言いたくなります。
　ＮＨＫスペシャルは「資本主義の未来」という大テーマの下、①
世界の成長は続くのか②国家ＶＳ超巨大企業③巨大格差の果
てに、の3部で構成されています。では早速ＤＶＤを見ましょう。

長官で、経済成長の世界的権威ローレンス・サマーズ教授
だ。彼は「これは人類が経済を生み出して以来、一度も経験
したことのない事態です」と言う。
・これまで経済は不況に陥っても、経済政策や景気のサイク
ルで好景気を取り戻し、全体として徐々に成長に向かってき
た。しかし今回は、まるで成長の波が見えない壁にぶつかった
かのように一向に上向こうとしないというのだ。さらに賃金
の悪化や物価の低迷など、成長に関わるエンジンが次々に止
まっていくという深刻な事態が発生。サマーズ教授は、これま
での不況と全く異なる長期停滞という現象だと、指摘する。
サマーズ教授は「金融危機や不況は感染症のようなもので、
治療すれば治ります。しかし長期停滞は、いわば慢性的な病
気で、どんどん社会を衰弱させていくのです。その結果、投
資がなくなっていき、それが若者の失業とスキルの喪失に繋
がるという負の連鎖を生み出します。そうなると、社会全体
で将来への悲観論が支配的になり、さらに景気が後退して
いくのです」と指摘する。
・長期停滞が過去の恐慌や景気低迷と異なるのは、これま

での経済対策が思うように効果を見せていないという点。
リーマンショックの後、世界各国の財務大臣らとともに景気
対策を主導した元イングランド銀行総裁のマービン・キング
氏はこのように語る。「８年前、世界の首脳たちは、今のよう
な危機を誰も予想していませんでした。再び成長を取り戻せ
ると考えていました」
・当時キング氏らが解決の切り札として取り組んだのが低金
利政策。停滞した経済を活性化させるため、中央銀行が金利を
一斉に引き下げた。金利が低ければお金を借りやすくなり、貯
金しても利息がつかないので、よりお金を使うようになる。多
くのお金を流通させ、経済の活性化を促すという計画だった。
・ところが今回は、極限まで金利を下げても成長が上向かな
い。資本主義のこれまでの常識が通用しない事態が起きている
というのだ。キング氏は「世界はアダム・スミスの“見えざる手”
が成長を続けさせてくれると信じてきました。しかし資本主義
が安定した世界を保つという物語は、誤りだったことが分かっ
てきたのです。つまり我々は恐ろしく不透明で、何が起きるか分
からない世界に生きているということなのです」と発言する。

●62人の資産が36億人の資産と同額

●長期停滞の始まり

Mitsuko Shimomuraʼs IKIKATA-JYUKU School
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・資本主義発祥の地イギリス。240年前、一人の男の理論
が世界を成長へと駆り立てた。アダム・スミス（1723～
1790年）は、人類が欲望のまま活動すれば、見えざる手が
社会を繁栄に導くといった（「国富論」1776年）。スミスの予
言通り、240年にわたって続いてきた経済成長。ところがそ
の出発点の国イギリスが今、大変な事態に。深刻な問題とし
て専門家が注目しているのが、ヤングホームレス（16～25
歳）。仕事も家もない若者が去年8万人を突破した。
・実は資本主義の視点で見ると、このヤングホームレスの増
加は、大問題だと言われている。これまで主に中高年が借金
やリストラなどで陥ってきたホームレス。ところがヤングホー
ムレスは、若い労働力が就職できないなどで陥る状態。経済
成長の出発点が崩壊し始めていることを意味している。
・高等教育や特別な資格も就職に繋がらず、事態を悪化さ
せている。ロンドンに住むナディア・カービアさん、大学卒業
後、ソーシャルワーカーの資格を生かせず、働き口が全く見
つからないという。カービアさんは「去年こそ仕事に就きた
いと願っていたのですが、何度面接を受けても就職できませ

んでした。病気の母の世話もあるので経済的に苦しくなり、
本当につらい状況です」と苦しい胸の内を打ち明ける。
・今、イギリスの産業全体にも厳しい観測が広がっている。
製造業や貿易など幅広い業種で成長が低迷。今年のＥＵ離
脱の決断には、こうした経済停滞が背景にあったと指摘され
ている。シンクタンク代表のラウル・ルパレル氏は「イギリス
の歴史を考えると、こんな事態に陥ったことに誰もが驚いて
います。まるで資本主義がもう役目を終えてしまったかのよ
うです」と発言する。
・これは単なる不況ではなく、資本主義の根幹に関わる異
変ではないか。専門家がそう懸念するのは、問題がイギリス
だけに留まらないからだ。世界の経済成長を表したデータを
見ると、時々停滞しながら成長を続けてきた世界。ところが
2008年を境に、状況が一変した。あのリーマンショックだ。
ヨーロッパの広い範囲で経済がマイナスに転落。日本、韓国
も停滞から抜け出せなくなってしまった。
・この状況を、世界が初めて直面する資本主義の危機だと
捉える経済学者がいる。アメリカ、クリントン政権の元財務

・なぜ成長は限界だと言うのか。人類の反映の歴を研究し
てきたサリー大学のティム・ジャクソン教授は、資本主義の
原動力が止まったからだと指摘する。それはフロンティアの
消失だ。「資本主義が経済規模をどんどん拡大させ、今は満
杯の状態になっているのです。まさに限られた箱の中のアリ
の巣のようなものです」
・ジャクソン教授の言う、フロンティアの消失とはどのよう
なものか。先進国の経済も、出発点は自国の開拓。しかし産
業や資源は限られ、成長はすぐ頭打ちになる。そこで利益の
増幅を目指し植民地などのフロンティアへと進出。安い労働
力や新たな市場を拡大することで更なる成長へ結びつけて
いく。さらに20世紀になると、新興国への投資や貿易も開
始する。まるでアリが巣を広げるように、より外へより遠くへ
と成長の源泉を求め、自国の経済規模を膨らませていった
先進国。しかしその爆発的な成長も限界が見え始める。
・アメリカの貿易相手の拡大を年ごとに表したデータを見る
と、1960年代、アフリカ大陸を中心に72か国にフロンティ
アを拡大。80年代に入るとミクロネシアの国々とも取引を
広げ、急成長を遂げる中国との貿易額も増大していく。しか
し2000年を過ぎた頃、地理的フロンティアは世界150か国
に行き渡り、それから得られる富も限界に達する。
・地理的フロンティアが限界に達する中、人類が新たに見い
出したのが金融空間。実体経済ではなく国境を越えた為替
取引などで利益を上げる。マネーがマネーを生む錬金術に
新たな成長を求めた。90年代以降、株や債権をはじめとし
た金融資産は急速に拡大。実体経済の3.5倍、206兆ドルに
達した。しかしリーマンショックの後、その成長も頭打ちに
なった。多くの経済学者が、世界にはこれ以上フロンティア
が残されていないと指摘するようになった。
・フロンティアの消滅で、世界の経済成長は限界に近づいて
いる。その証拠がある異変に現れていると指摘するのは、経済

学者で哲学者でもジャック・アタリ氏だ。彼は「経済における不
正や腐敗、犯罪の蔓延などが大きな問題となっています。
公益を守ることを資本主義の基盤である民主主義が見失う
と、それは破滅の始まりといえるでしょう」と指摘する。彼が
指摘する異変、それは大企業の不正だ。信頼と実績を積み
上げてきた世界有数の企業に、かつては考えられなかった
事件が相次いでいる。
・なぜ大企業による不正多発が成長の限界を示していると
いうのか。世界の金融界を揺さぶった巨額不正事件の首謀
者の取材から、その一端が浮かび上がった。2011年、ヨー
ロッパ最大規模の銀行ＵＢＳ（本社はスイス）の取引で2400
億円もの損失を出し逮捕された人物。「ならず者トレーダー」
と呼ばれたクウェク・アドボリ氏は、成長が減速した組織で利
益を上げるには、不正に手を染めるしかなかった、と語った。
「我々の銀行は瀕死の状態になり、生き残れるかどうかの
崖っぷちに立たされました。危険な方法でしたが、不正な取
引以外、選択肢がなかったのです」と。
・リーマンショックの影響で巨額の損失を出したＵＢＳ。投資
部門の責任者だったアドボリ氏は、経営を立て直すため、一
刻も早い利益の獲得を強く求められていたという。失敗は
許されない。大きなプレッシャーの中、アドボリ氏は裏口座
の資金を使い、禁じられた高額な取引を繰り返すようになっ
た。彼は「10億ドル損をする危険があっても、1000万ドルの
利益を得るためには不正しか方法がなかったのです。上司
も気づいていましたが、利益さえ出していれば誰もが満足し
ました。巨額の利益を上げるには、他に方法がないと分かっ
ていたからです」と振り返る。
・裏口座のからくりが暴かれたとき、損失は2400億円に膨
らんでいた。上司たちは関与を否定、アドボリ氏は逮捕され、
国外追放を命じられた。彼は「逮捕されてから2カ月、拘置所
で初めて考えました。自分は何をしてしまったのかと。フォル

長官で、経済成長の世界的権威ローレンス・サマーズ教授
だ。彼は「これは人類が経済を生み出して以来、一度も経験
したことのない事態です」と言う。
・これまで経済は不況に陥っても、経済政策や景気のサイク
ルで好景気を取り戻し、全体として徐々に成長に向かってき
た。しかし今回は、まるで成長の波が見えない壁にぶつかった
かのように一向に上向こうとしないというのだ。さらに賃金
の悪化や物価の低迷など、成長に関わるエンジンが次々に止
まっていくという深刻な事態が発生。サマーズ教授は、これま
での不況と全く異なる長期停滞という現象だと、指摘する。
サマーズ教授は「金融危機や不況は感染症のようなもので、
治療すれば治ります。しかし長期停滞は、いわば慢性的な病
気で、どんどん社会を衰弱させていくのです。その結果、投
資がなくなっていき、それが若者の失業とスキルの喪失に繋
がるという負の連鎖を生み出します。そうなると、社会全体
で将来への悲観論が支配的になり、さらに景気が後退して
いくのです」と指摘する。
・長期停滞が過去の恐慌や景気低迷と異なるのは、これま

での経済対策が思うように効果を見せていないという点。
リーマンショックの後、世界各国の財務大臣らとともに景気
対策を主導した元イングランド銀行総裁のマービン・キング
氏はこのように語る。「８年前、世界の首脳たちは、今のよう
な危機を誰も予想していませんでした。再び成長を取り戻せ
ると考えていました」
・当時キング氏らが解決の切り札として取り組んだのが低金
利政策。停滞した経済を活性化させるため、中央銀行が金利を
一斉に引き下げた。金利が低ければお金を借りやすくなり、貯
金しても利息がつかないので、よりお金を使うようになる。多
くのお金を流通させ、経済の活性化を促すという計画だった。
・ところが今回は、極限まで金利を下げても成長が上向かな
い。資本主義のこれまでの常識が通用しない事態が起きている
というのだ。キング氏は「世界はアダム・スミスの“見えざる手”
が成長を続けさせてくれると信じてきました。しかし資本主義
が安定した世界を保つという物語は、誤りだったことが分かっ
てきたのです。つまり我々は恐ろしく不透明で、何が起きるか分
からない世界に生きているということなのです」と発言する。

クスワーゲンの不正事件のニュースを見て、自分と同じこと
が起きていると思いました。会社から厳しい目標が設定され
た時、それは無理です、とは言えず、不正に踏み切らざるを
得なくなってしまったのです」と話する。
・経済システムの暴走など、現代の課題について研究する
元米労働長官でカリフォルニア大学のロバート・ライシュ教
授。成長が限界に近づく中、資本主義そのものが変質し始
めていると警告している。彼はこう語る。「いわばスーパー資
本主義ともいうべき異質なものが生まれようとしています。
より早く、より効率よく、より手ごろなものを過剰なまでに追
求するシステムに変貌しているのです。私たち人間は、どれ
ほど社会的良心がある人でさえ、できるかぎり得をしたいと
望みます。そして企業は、あらゆる手段を使って競争を生き
残ろうとします。行き過ぎた資本主義は、弱肉強食のジャン
グルのような世界を作り上げているのです」
・世界は革新的なイノベーションで、まだ成長できる。その中
で注目を集めているのは人工知能ＡＩ。今、ＡＩが金融の世界を

大きく変えようとしている。投資ファンド・ロテラ社にカメラが
入ったのは、実はある特別な日だった。イギリスがＥＵ離脱を
決め、世界の株式市場が200兆円以上を失ったとされる日。
世界中のトレーダーが損失を出す中、この会社のＡＩは瞬間的
に市場の動きを読み取り、全体で５％以上の利回りを確保。
停滞をものともしないパワーを見せつけた。「そのうちＡＩが
進化し、１か月先のマーケットの動きまで予測して売買できる
ようになるでしょう」と、同社のロバート・ロテラ社長は話す。
・資本主義の歴史の中で、世界に劇的な成長をもたらして
きたイノベーション。電気の発明は人々の暮らしや産業その
ものを一変、エンジンの開発は社会のスピードを爆発的に
加速させた。マクロ経済学の世界的権威でノースウェスタン
大学のロバート・ゴードン教授は、人類の英知が生み出す新
たなイノベーションこそが、停滞を打ち破るカギだと指摘し、
「今、多くの分野でイノベーションが育っています。３Ｄプリン
ターやＡＩ、ビッグデータ、そして自動運転。生産性が上がり
成長は加速するでしょう」と予想する。

●消える“フロンティア”

Mitsuko Shimomuraʼs IKIKATA-JYUKU School
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・なぜ成長は限界だと言うのか。人類の反映の歴を研究し
てきたサリー大学のティム・ジャクソン教授は、資本主義の
原動力が止まったからだと指摘する。それはフロンティアの
消失だ。「資本主義が経済規模をどんどん拡大させ、今は満
杯の状態になっているのです。まさに限られた箱の中のアリ
の巣のようなものです」
・ジャクソン教授の言う、フロンティアの消失とはどのよう
なものか。先進国の経済も、出発点は自国の開拓。しかし産
業や資源は限られ、成長はすぐ頭打ちになる。そこで利益の
増幅を目指し植民地などのフロンティアへと進出。安い労働
力や新たな市場を拡大することで更なる成長へ結びつけて
いく。さらに20世紀になると、新興国への投資や貿易も開
始する。まるでアリが巣を広げるように、より外へより遠くへ
と成長の源泉を求め、自国の経済規模を膨らませていった
先進国。しかしその爆発的な成長も限界が見え始める。
・アメリカの貿易相手の拡大を年ごとに表したデータを見る
と、1960年代、アフリカ大陸を中心に72か国にフロンティ
アを拡大。80年代に入るとミクロネシアの国々とも取引を
広げ、急成長を遂げる中国との貿易額も増大していく。しか
し2000年を過ぎた頃、地理的フロンティアは世界150か国
に行き渡り、それから得られる富も限界に達する。
・地理的フロンティアが限界に達する中、人類が新たに見い
出したのが金融空間。実体経済ではなく国境を越えた為替
取引などで利益を上げる。マネーがマネーを生む錬金術に
新たな成長を求めた。90年代以降、株や債権をはじめとし
た金融資産は急速に拡大。実体経済の3.5倍、206兆ドルに
達した。しかしリーマンショックの後、その成長も頭打ちに
なった。多くの経済学者が、世界にはこれ以上フロンティア
が残されていないと指摘するようになった。
・フロンティアの消滅で、世界の経済成長は限界に近づいて
いる。その証拠がある異変に現れていると指摘するのは、経済

学者で哲学者でもジャック・アタリ氏だ。彼は「経済における不
正や腐敗、犯罪の蔓延などが大きな問題となっています。
公益を守ることを資本主義の基盤である民主主義が見失う
と、それは破滅の始まりといえるでしょう」と指摘する。彼が
指摘する異変、それは大企業の不正だ。信頼と実績を積み
上げてきた世界有数の企業に、かつては考えられなかった
事件が相次いでいる。
・なぜ大企業による不正多発が成長の限界を示していると
いうのか。世界の金融界を揺さぶった巨額不正事件の首謀
者の取材から、その一端が浮かび上がった。2011年、ヨー
ロッパ最大規模の銀行ＵＢＳ（本社はスイス）の取引で2400
億円もの損失を出し逮捕された人物。「ならず者トレーダー」
と呼ばれたクウェク・アドボリ氏は、成長が減速した組織で利
益を上げるには、不正に手を染めるしかなかった、と語った。
「我々の銀行は瀕死の状態になり、生き残れるかどうかの
崖っぷちに立たされました。危険な方法でしたが、不正な取
引以外、選択肢がなかったのです」と。
・リーマンショックの影響で巨額の損失を出したＵＢＳ。投資
部門の責任者だったアドボリ氏は、経営を立て直すため、一
刻も早い利益の獲得を強く求められていたという。失敗は
許されない。大きなプレッシャーの中、アドボリ氏は裏口座
の資金を使い、禁じられた高額な取引を繰り返すようになっ
た。彼は「10億ドル損をする危険があっても、1000万ドルの
利益を得るためには不正しか方法がなかったのです。上司
も気づいていましたが、利益さえ出していれば誰もが満足し
ました。巨額の利益を上げるには、他に方法がないと分かっ
ていたからです」と振り返る。
・裏口座のからくりが暴かれたとき、損失は2400億円に膨
らんでいた。上司たちは関与を否定、アドボリ氏は逮捕され、
国外追放を命じられた。彼は「逮捕されてから2カ月、拘置所
で初めて考えました。自分は何をしてしまったのかと。フォル

・もう一つ、世界に革命を起こすとされるイノベーションが今、
広がりつつある。シェアリング・エコノミーだ。これまでモノを生
産し、その所有や消費を促すことで成長を維持してきた資本主
義。その構図を根底から覆し、モノを作らず、空間やサービスを
共有することで利益を生む、全く新たな経済が生まれつつある。
・今、シェアリング・エコノミーを掲げる新たなベンチャー企業が
急成長、莫大な利益を上げている。筆頭に立つのが、新型配車
サービス、ウーバー。創業僅か7年で企業価値は7兆円を突破。
大手自動車メーカーを超え、北米・ヨーロッパを席捲している。
・もう一つ注目を集める企業がある。今年サッカーの国際
大会でその勢いを見せつけた。旅行者と自宅の空き部屋を
貸したい人をネットで結ぶ民泊。その最大手エアビー・アン
ビーだ。市場の拡大を目指しているのが、観光都市パリ。エ
アビーアンビーを利用し自宅の空き部屋を貸し始めたグレ
ゴリー・ルセフさん。近隣のホテルより３割程度安い値段で
部屋を提供、節約志向が高い旅行者の心を捉えている。グ
レゴリーさんはこの１年で３２０万円を手にし、「やはり民泊の
収入は助かりますね。大事な収入源です」。
・創業僅か8年で時価総額3兆円を突破したエアビーアン
ビー。利用者は今年1億人の大台を超えると見られている。
創業者の一人、ジョー・ゲビアＣＰＯ。シェアリング・エコノ
ミーがこれからの経済を牽引していく、と強調する。「臨時収
入を得たい人や、家に誰か訪問してほしいという現代の高
齢者にもマッチしています。20世紀型の古い経済から、より
多くの市民が経済の主体となって利益を得ていくという新
たな資本主義に移行しているのです」
・一方でイノベーションによる成長は、全ての人に利益をも

たらすわけではない。経済学者ヨーゼフ・シュンペーターが
唱えたのは、新たな企業が旧来の企業を駆逐する創造的破
壊。経済が停滞した世界に、全く新たな手法のイノベーショ
ンが登場する。便利で新しく、より安価なものなどに人気が
集まり、古いものは淘汰されていく。しかしすぐに真似する
企業が次々と現れ、また利益を上げられなくなっていく。成
長のためには、無限の破壊が避けられないというのだ。
・実際に、シェアリング・エコノミーの台頭が今、旧来の企業
を大きく揺るがしている。パリ・サンルイ島でホテルを経営す
るナタリー・エッケルさん。かつて半年先まで予約が一杯
だった４つ星ホテルは、宿泊客が激減している。「ヨーロッパ
選手権の期間中、予約はあまり入りませんでした」と表情を
曇らせる。サッカーの国際大会という繁忙期でも部屋は埋ま
らず、売上は２０％ダウン。エアビー・アンビーにホテルを取り
囲まれたナタリーさん。今年、長年勤めた従業員３人の解雇
を決めた。シェアリング・エコノミーは、新たな資本主義の幕
開けなのか、その行方に注目が集まっている。
・利益を追求し不正事件を起こした元トレーダーのアドボリ
氏は「取引中によく、アダム・スミスの『見えざる手』の話をし
ました。彼の故郷に今、私がいるなんて皮肉ですよね。私も
「見えざる手」に踊らされたのかもしれません。でもそれは世
界中の人も同じでしょう」と話す。
・成長への挑戦は続く。上空の巨大ドローンで50億人の
ネット市場を狙う「フェイスブック」。2020年の宇宙ホテル開
業を目指すビゲロー・エアロスペース社。「人類は“新たな成
長”を見いだせるか」
【ＤＶＤ終了】

　いかがだったですか。感想を話してください。
◎佐久間広幸塾生…今の流れは、資本主義が駄目になった
のではなく、行き過ぎを是正する「振り子の振り戻し」ではな

いのか。行き過ぎた部分を戻そうとするから、現在の資本主
義に放送されたような批判が出ていると思う。
◎小口潔子塾生…観光業では海外からの観光客が増えて

クスワーゲンの不正事件のニュースを見て、自分と同じこと
が起きていると思いました。会社から厳しい目標が設定され
た時、それは無理です、とは言えず、不正に踏み切らざるを
得なくなってしまったのです」と話する。
・経済システムの暴走など、現代の課題について研究する
元米労働長官でカリフォルニア大学のロバート・ライシュ教
授。成長が限界に近づく中、資本主義そのものが変質し始
めていると警告している。彼はこう語る。「いわばスーパー資
本主義ともいうべき異質なものが生まれようとしています。
より早く、より効率よく、より手ごろなものを過剰なまでに追
求するシステムに変貌しているのです。私たち人間は、どれ
ほど社会的良心がある人でさえ、できるかぎり得をしたいと
望みます。そして企業は、あらゆる手段を使って競争を生き
残ろうとします。行き過ぎた資本主義は、弱肉強食のジャン
グルのような世界を作り上げているのです」
・世界は革新的なイノベーションで、まだ成長できる。その中
で注目を集めているのは人工知能ＡＩ。今、ＡＩが金融の世界を

大きく変えようとしている。投資ファンド・ロテラ社にカメラが
入ったのは、実はある特別な日だった。イギリスがＥＵ離脱を
決め、世界の株式市場が200兆円以上を失ったとされる日。
世界中のトレーダーが損失を出す中、この会社のＡＩは瞬間的
に市場の動きを読み取り、全体で５％以上の利回りを確保。
停滞をものともしないパワーを見せつけた。「そのうちＡＩが
進化し、１か月先のマーケットの動きまで予測して売買できる
ようになるでしょう」と、同社のロバート・ロテラ社長は話す。
・資本主義の歴史の中で、世界に劇的な成長をもたらして
きたイノベーション。電気の発明は人々の暮らしや産業その
ものを一変、エンジンの開発は社会のスピードを爆発的に
加速させた。マクロ経済学の世界的権威でノースウェスタン
大学のロバート・ゴードン教授は、人類の英知が生み出す新
たなイノベーションこそが、停滞を打ち破るカギだと指摘し、
「今、多くの分野でイノベーションが育っています。３Ｄプリン
ターやＡＩ、ビッグデータ、そして自動運転。生産性が上がり
成長は加速するでしょう」と予想する。

きており、関西地方はキャパシティが足りなくなり、民泊が増
えている。シェアリング・エコノミーは、日本でも勢いを増し
ている。しかし、歯止めのない民泊は、旅館業を圧迫するか
ら、何とか対策を考えて欲しいと、官庁に言っている。
◎三田公美子塾生…資本主義の大きな変質はグローバリズ
ムのせいだ。このグローバリズムを何とかしないと、格差社
会はますます広がり、これまでの暮らしは成り立たなくなる。
　　　　　　　　　　　　◇
　貴重な意見ありがとうございます。グローバリズムとロー
カリズム。今、経済、物流、人の動き、情報は国境とは無関係
に全世界を自由に行き来し、政治だけが国という小さな単
位で閉鎖されています。ここに矛盾の要因があります。行き
過ぎた資本主義に網を被せようとしても、国境が邪魔し、富
裕層、グローバルな巨大企業は税負担の軽い国に富を移し
ます。そこを拠点にしてさらに金儲けをするわけですから、
貧富の差は広がる一途です。世界全体を統率できるルール、
組織、仕組みが必要なわけです。世界共通のルールを作れ
ばいいのです。今、一番望まれているのは、富の再配分だと
思います。富裕層からきちんと税金をもらい、それを原資と
して貧者に配る。それこそそれが、国や国際的な公的機関の
仕事でしょう。
　シェアリング・エコノミーですが、先程出てきたウーバーで
すが、電話一本で、客が待つ場所にやって来る個人タクシー
というか白タクというか、とにかく便利なシステムです。最
近ニューヨークに行きました。ニューヨークは、特に夜間、タ
クシーがつかまらない都市ですが、先日言った時は、どこで
でもすんなりとつかまえることができました。ウーバーを利
用する人が増えたため、タクシーは供給過剰になったので
す。ウーバーの運転手は、サラリーマンや仕事をもっている
人が、でアルバイト感覚でウーバーに登録し、都合のいい時
だけドライバーをやるのです。サービスもいい。スマホで配

車を頼めば、後
何分後に着きま
す、運転手はこ
ういう人ですと
画像で知らせて
くる。安心して利
用できるので
す。だからシェア
リング・エコノミーは、これからの成長モデルです。これとど
う折り合いをつけて、共存するかがポイントとなるはずです。
　先程のＤＶＤでは、成長の可能性を論じていましたが、これ
までのような物質的な成長はこれ以上望めません。物質的
な成長は、まだ使えるモノを廃棄して新たなモノを作る、不要
なモノを買わせるなどといった無駄の経済しかありません。
これは有限な資源の浪費でしかなく、人間は今、地球という
命の源泉である自分の体を食い荒らしているのと同じです。
　もはや世界には、物現的、地現的、環境破壊も含めて、成
長の余地、フロンティアはなく、これからは物質ではない、目
には見えない価値、お金には換算できないものに価値を認
める時代になると思います。腹八分目の人が健康であるよ
うに、「足るを知る」のライフスタイルがいいのです。勿論、モ
ノが要らないわけではありません。必要な分だけ、持てばい
いのです。人のために尽す、つまり利他が充足感を生み、目
に見えない価値を体験できるのです。
　グローバリズムは1990年代から猛スピードで進行しまし
た。極端な変化でしたから、極端は結果が生まれ、それが極
端な格差社会になっています。20世紀は「大きいことはいい
ことだ」の時代でしたが、21世紀は「小さいことはいいこと
だ」の時代、価値観の世界です。グローバルに考え、ローカ
ルに考える。身の丈の生活をして、利他に努める。それで十
分だと思います。

●シェアリング・エコノミーに注目

●国家を超えた共通ルールを
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最近のニューヨークでは空車のタクシーも少なくない

　いかがだったですか。感想を話してください。
◎佐久間広幸塾生…今の流れは、資本主義が駄目になった
のではなく、行き過ぎを是正する「振り子の振り戻し」ではな

いのか。行き過ぎた部分を戻そうとするから、現在の資本主
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○…輪読会が始まる前に「生き方」を読んでいたので、色々な人と意見を交換できてよかった。価値には経済的なもののほかに、文化的、
社会的、道徳的といった目に見えない価値があることをあらためて認識しました。今後はこれら目に見えない価値を伸ばしていくべきだと思
うし、地球資源には限りがあるので、物質主義としての資本主義には限界があると思います。
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「目に見えない価値を再認識」●塾生の一言感想
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